
２
月

17～

26日
、
県
本
部

は
「
春
闘
統
一
要
求
書
」
提

出
行
動
を
各
単
組
で
実
施
し

ま
し
た
。
（
文
責
県
本
部
）

《

25春
闘
～
年
度
末
の

要
求
課
題
と
特
徴
》

１
）
職
務
に
専
念
で
き
る
賃

金
・
労
働
条
件

【
Ａ
市
】
初
任
給
も
こ
れ
だ

け
上
が
る
と
財
政
の
話
も
あ

る
。
通
常
は
ラ
ス
が
下
が
る

と
い
う
認
識
だ
っ
た
の
で
、

初
任
給
改
善
や
昇
給
運
用
は

検
討
し
て
い
る
。

【
Ｂ
病
院
】
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
上
乗
せ
な
ど
、
可
能

な
限
り
職
員
に
報
い
た
い
が

経
営
は
苦
し
い
。
コ
ロ
ナ
前

に
は
当
分
戻
ら
な
い
。

【
Ｃ
社
協
】
国
公
表
を
準
用

し
て
お
り
金
額
改
定
は

25年

４
月
か
ら
実
施
。
こ
れ
ま
で

は
改
定
分
の
４
月
遡
及
を
し

て
い
た
が
、
今
年
度
は
財
政

的
に
困
難
と
の
判
断
。
自
治

体
補
助
金
削
減
や
介
護
保
険

見
直
し
で
部
分
的
に
人
件
費

の
引
き
下
げ
も
あ
る
。

２
）
人
員
増
で
長
時
間
労
働

見
直
し
、
サ
ー
ビ
ス
拡
充

【
Ｄ
市
】
職
員
確
保
は
積
極

的
に
行
う
。
特
に
技
術
職
は

採
用
困
難
で
、
在
職
者
の
年

齢
構
成
に
偏
り
が
あ
る
。

【
Ｅ
水
道
】
民
間
は
資
格
手

当
５
万
円
以
上
の
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
技
術
職
の
給
与
を
上

げ
る
な
ど
思
い
切
っ
た
改
革

が
必
要
。
行
政
に
技
術
職
が

い
る
こ
と
で
業
務
の
執
行
に

効
率
的
・
財
政
的
効
果
が
あ

る
。
中
堅
職
員
の
声
や
仕
事

を
応
募
予
定
者
に
届
け
る
方

策
が
必
要
。
高
卒
採
用
を
現

場
で
育
て
る
こ
と
や
事
務
職

の
技
術
職
へ
の
変
更
な
ど
も

検
討
課
題
。

【
Ｆ
市
】
資
格
職
の
条
件
も

緩
和
し
採
用
を
進
め
て
い
る

が
採
用
で
き
て
い
な
い
。
該

当
す
る
課
か
ら
も
技
術
職
員

と
し
て
育
て
る
と
い
う
話
を

も
ら
い
高
校
生
を
募
集
し
、

今
年
１
人
確
保
で
き
た
。

【
Ｇ
水
道
】
人
員
も
必
要
だ

が
、
仕
事
も
見
直
し
て
必
要

の
な
い
業
務
は
無
く
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

【
Ｈ
市
】
採
用
で
は
応
募
者

だ
け
で
な
く
、
親
へ
の
説
明

会
（
ｗ
ｅ
ｂ
）
も
行
い

10組

が
参
加
。
そ
れ
以
外
に
も
来

年
度
受
験
者
を
対
象
に
、
業

務
説
明
会
を
３
月
に
実
施
。

オ
フ
ァ
ー
型
採
用
を
実
施
し

て
お
り
、
登
録
情
報
へ
市
側

か
ら
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
る
。
土
木
等
職
は
通

年
採
用
と
し
毎
月
募
集
。
災

害
時
に
土
木
等
職
員
は
大
変

な
戦
力
だ
。

【
Ｉ
町
】
人
員
は
不
足
と
感

じ
て
い
る
。
特
に
災
害
時
の

職
員
配
置
は
足
り
て
い
な
い

と
感
じ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
条

例
定
数
上
限
ま
で
雇
っ
て
お

り
、
こ
れ
以
上
人
を
増
や
す

わ
け
に
も
い
か
な
い
状
況
。

【
Ｊ
市
】
昨
年
度
以
上
に
採

用
し
た
が
定
年
以
外
の
退
職

が
想
定
を
上
回
り
、
採
用
数

以
上
の
退
職
と
な
っ
た
。

【
Ｋ
市
】
実
績
に
基
づ
く
時

間
外
の
支
給
は
、
市
長
命
令

を
受
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

改
善
し
た
い
。

【
Ｌ
市
】
現
時
点
の
職
員
数

と
財
政
状
況
を
見
る
と
減
員

が
必
要
。
無
駄
な
業
務
の
整

理
も
行
い
、
対
応
し
た
い
。

【
Ｍ
町
】
看
護
師
採
用
は
で

き
て
い
る
。
労
働
時
間
管
理

は
、
各
職
場
対
応
か
ら
人
事

課
対
応
に
切
り
替
え
た
。
町

に
と
っ
て
町
立
病
院
は
欠
か

せ
な
い
も
の
。
町
が
責
任
を

持
っ
て
運
営
し
た
い
。

３
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
子

育
て
・
治
療
な
ど
両
立
支
援

【
Ｎ
市
】
人
勧
に
沿
っ
た
内

容
で
改
正
。

90日
を
超
え
る

一
部
の
治
療
に
つ
い
て
病
休

に
通
算
し
な
い
こ
と
で
改
正

を
し
た
。

【
Ｏ
町
】
病
気
休
暇
上
限
の

増
は
、
確
か
に
検
討
の
余
地

は
あ
る
。
闘
病
し
な
が
ら
働

か
れ
て
い
る
職
員
が
一
定
数

い
る
。

４
）
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
・

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境

【
Ｐ
市
ほ
か
】
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
で
は
、
名
札
は
来
年

度
か
ら
名
字
の
み
に
す
る
。

【
Ｑ
市
】
カ
ス
ハ
ラ
に
つ
い

て
も
不
当
で
は
な
い
が
、
理

不
尽
な
要
求
は
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
事
務
局
に
報
告
し
、

全
庁
、
ま
ず
幹
部
職
員
に
伝

え
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

い
る
。

５
）
非
正
規
・
公
務
公
共
労

働
者
に
関
す
る
要
求

【
Ｒ
市
ほ
か
】
病
気
休
暇
の

10日
有
給
は
、
国
に
合
わ
せ

て
改
正
す
る
。

【
Ｓ
市
】
病
休
の
有
給
化
、

国
は

10日
有
給
だ
が
、

90日

無
給
と
の
兼
ね
合
い
で
検
討

は
し
た
い
。

３
月
９
日
、
東
予
・
南
予

で
「

25春
闘
勝
利
！
ブ
ロ
ッ

ク
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
東
予
集
会
で
は
、
西
条

市
の
会
場
に
約

40人
が
参
加
。

横
井
西
条
周
桑
労
連
議
長
が

開
会
あ
い
さ
つ
し
、
森
賀
愛

媛
労
連
副
議
長
と
越
智
由
美

子
西
条
市
議
が
連
帯
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
宇
摩
労
連
の

喜
井
事
務
局
長
、
新
居
浜
労

連
の
末
田
事
務
局
長
、
西
条

市
職
労
の
越
智
委
員
長
、
今

治
労
連
の
後
藤
議
長
が
決
意

表
明
。
集
会

後
、
会
場
か

ら
Ｊ
Ｒ
駅
前

を
往
復
す
る

コ
ー
ス
で
デ

モ
行
進
し
、

ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

南
予
集
会

は
、
内
子
町

で
開
催
さ
れ

50人
が
参
加
。
実
行
委
員
会

事
務
局
の
自
治
労
連
県
本
部

南
予
総
支
部
・
力
石
総
支
部

長
が
「

25春
闘
で
は
物
価
高

騰
を
上
回
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

を
勝
ち
取
る
た
め
に
一
致
団

結
し
て
闘
お
う
」
と
開
会
あ

い
さ
つ
。
日
頃
の
活
動
の
報

告
や
春
闘
に
向
け
て
の
改
善

の
と
り
く
み
な
ど
の
決
意
表

明
を
９
団
体
が
行
い
、
各
団

体
同
士
で
意
見
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

集
会
宣
言
の
確
認
と
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
を
行
い
、

25春
闘

を
一
丸
と
な
っ
て
闘
お
う
と

確
認
し
、
交
流
企
画
を
実
施

し
ま
し
た
。

３
月

19日
、
西
予
市
職
労

医
療
介
護
支
部
「
定
期
大
会
」

と
自
治
労
連
西
予
医
療
介
護

職
員
労
働
組
合
「
結
成
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
組
合
員

29人

（
執
行
部
・
代
議
員
・
傍
聴
）

と
、
来
賓
８
人
が
参
加
。
昨

年
７
月

22日
臨
時
市
議
会
で

「
３
施
設
の
公
設
民
営
化
」

決
定
さ
れ
、

10月
７
・
８
日

「
組
合
の
方
向
性
説
明
会
」

を
開
催
し
、
職
場
で
意
見
集

約
、
今
年
１
月

28日
医
療
介

護
支
部
「
臨
時
大
会
」
で

「

25年
４
月
１
日
に
組
合
組

織
を
移
行
」
を
確
認
し
、
こ

の
日
に
至
り
ま
し
た
。

■
医
療
介
護
支
部
「
定
期
大

会
」
で
は
、
福
島
支
部
長
が

「
こ
の
間
の
活
動
で
地
域
医

療
振
興
協
会
（
協
会
）
移
行

後
も
『
組
合
の
存
在
』
が
不

可
欠
と
強
く
感
じ
た
」
と
あ

い
さ
つ
。
活
動
報
告
で
、
組

合
員
か
ら
「
協
会
移
行
を
希

望
し
た
が
不
採
用
と
な
り

『
納
得
で
き
な
い
』
と
訴
え
、

不
十
分
だ
が
雇
用
継
続
で
き

た
。
私
一
人
の
問
題
と
せ
ず
、

要
求
し
続
け
た
組
合
活
動
の

成
果
、
感
謝
し
て
い
る
」
と

発
言
。
活
動
経
過
・
決
算
報

告
・
監
査
報
告
を
承
認
し
、

新
組
合
に
活
動
を
引
き
継
ぐ

こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
医
療
介
護
職
員
労
働
組
合

「
結
成
大
会
」
で
は
、
新
組

合
「
規
約
案
」
「
役
員
選
出

案
」
「
運
動
方
針
案
」
「
予

算
案
」
を
提
案
。
活
動
方
針

で
は
、
①
協
会
や
市
の
関
わ

り
な
ど
、
不
透
明
な
部
分
の

明
確
化
を
求
め
、
職
員
の
労

働
環
境
の
維
持
・
改
善
に
努

め
る
。
②
組
合
員
の
意
見
を

反
映
さ
せ
、
納
得
の
い
く
合

意
を
め
ざ
す
な
ど
を
提
案
・

確
認
。
小
西
委
員
長
な
ど
新

役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

３
月
４
日
、
全
労
連

四
国
地
区
協
議
会
「
四

国
総
行
動
」
が
香
川
県

高
松
市
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
国
の
出
先
機
関
等

に
対
し
、
春
闘
に
関
す

る
要
請
を
実
施
。
昼
休

み
決
起
集
会
で
は
、
県

本
部
の
堀
川
書
記
次
長

が
「
西
予
市
立
病
院
・

施
設
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
と
の
組
合
の
た

た
か
い
」
に
つ
い
て
発

言
。
「
春
闘
要
求
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
」
を
行

い
ア
ピ
ー
ル
。
午
後
の

人
事
院
四
国
事
務
局
要

請
で
は
「
住
居
手
当
と

交
通
用
具
使
用
者
の
通

勤
手
当
の
引
上
げ
」

「
暫
定
再
任
用
給
与
が

会
計
年
度
職
員
を
下
回

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
高

齢
層
職
員
、
特
に
再
任

用
者
の
給
与
引
上
げ
を
」

「
会
計
年
度
職
員
に
正

規
が
担
う
べ
き
仕
事
が

押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
」

な
ど
要
請
し
ま
し
た
。

（１） 第５７８号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２５年 ３月２５日

第 ５７８ 号

日 程

【３月】

26 県公務員共闘会議県・県

教委要請

【４月】

９ 第２次最賃デー

12 県本部拡大執行委員会

16 自治労連賃金講座（web）

20 県本部保育部会幹事会

26 四国ブロック青年部常任

委員会（web）

【５月】

１ 第96回メーデー

３ 愛媛憲法集会

（松山市民会館）

４ 平和行進愛媛・高知コー

ススタート（～18）

９ 自治労連地方組織・組織

部長会議（東京）

10 県本部拡大執行委員会

18 全労連最低賃金キャンペー

ン活動交流集会（web）

22 第３次最賃デー

24 自治労連本部中央委員会

（web）

31 自治労連社会保障集会



内
子
社
協
労
組
（
コ
コ
ロ

ユ
ニ
オ
ン
）
は
、
２
月

27日

執
行
部
対
象
に
学
習
会
を
開

催
。
森
賀
・
県
本
部
委
員
長

を
講
師
に
、
来
年
度
か
ら
予

定
の
「
子
育
て
・
介
護
関
係

休
暇
」
等
を
学
習
。
◎
育
児

時
間
、
◎
超
過
勤
務
の
免
除

の
対
象
範
囲
拡
大
、
◎
子
の

看
護
休
暇
の
取
得
事
由
の
拡

大
、
◎
必
要
性
が
生
じ
た
職

員
へ
の
配
慮
、
の
４
点
で
の

制
度
改
正
の
概
要
説
明
、
あ

わ
せ
て
各
自
治
体
の
「
子
育

て
・
介
護
関
係
休
暇
」
の
比

較
表
を
も
と
に
、
内
子
町
で

の
課
題
も
学
習
。
コ
コ
ロ
ユ

ニ
オ
ン
の
役
員
か
ら
「
こ
れ

ら
の
休
暇
は
、
就
業
規
則
で

も
整
備
は
さ
れ
て
い
る
が
、

保
育
職
場
で
は
取
得
者
が
い

な
い
の
が
現
状
と
な
っ
て
い

る
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

内
子
町
職
は
２
月

28日
、

自
分
た
ち
の
労
働
条
件
を
学

び
、
よ
り
よ
い
労
働
環
境
を

勝
ち
取
る
力
を
つ
け
る
こ
と

を
目
的
に
、
学
習
会
を
『
フ

レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
』

に
て
開
催
し
、

40人
が
参
加
。

森
賀
・
県
本
部
委
員
長
を
講

師
に
「
県
本
部
統
一
要
求
」

の
内
容
、
育
児
・
介
護
関
係

休
暇
制
度
の
改
正
部
分
の
説

明
を
受
け
、
「
改
正
内
容
と

比
べ
不
足
が
あ
れ
ば
、
組
合

で
要
求
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
熱
弁
。
ま
た
、
各
世
代
ご

と
に
取
得
し
や
す
い
特
別
休

暇
を
ま
と
め
た
一
覧
表
が
配

ら
れ
、
若
手
職
員
を
中
心
に
、

驚
き
の
声
も
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。
学
習
会
終
了
後
、
地

元
料
理
を
囲
ん
で
の
懇
親
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
青
年
部
と
西

条
市
職
労
青
年
部
は
３
月
１

日
、
合
同
企
画
「
い
ち
ご
狩

り
＆
モ
ル
ッ
ク
」
を
西
条
市

内
で
開
催
。
今
回
は
親
子
連

れ
Ｏ
Ｋ
で
募
集
し
約

30人
が

参
加
。
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
い
ち

ご
を
堪
能
し
た
後
、
各
市
チ
ー

ム
で
モ
ル
ッ
ク
交
流
戦
を
楽

し
み
ま
し
た
。
「
初
対
面
で

も
モ
ル
ッ
ク
が
話
す
き
っ
か

け
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
」

「
親
子
で
参
加
で
き
て
よ
か
っ

た
」
な
ど
の
声
も
あ
り
、
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し

た
。
初
対
面
の
方
と
も
自
然

と
会
話
が
生
ま
れ
、
お
互
い

に
グ
ッ
と
距
離
が
縮
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
西
条
市
職
労

か
ら
モ
ル
ッ
ク
の
セ
ッ
ト
を

伊
予
市
職
労
へ
の
贈
呈
も
あ

り
、
「
伊
予
市
で
も
モ
ル
ッ

ク
を
取
り
入
れ
た
企
画
を
し

よ
う
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し

た
。
「
今
度
は
ぜ
ひ
伊
予
市

で
、
お
互
い
の
青
年
部
同
士
、

交
流
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

県
本
部
青
年
部
は
３
月
９

日
、
自
治
労
連
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
青
年
部
企
画
「
反
核
へ
ん

ろ
愛
媛
コ
ー
ス
」
に

11人
が

参
加
。
第

51番
札
所
・
石
手

寺
に
集
合
し
、
山
田
部
長
は

「
反
核
へ
ん
ろ
は
、
反
核
ラ

イ
ダ
ー
の
と
り
く
み
を
継
承

す
る
も
の
。
草
の
根
の
運
動

で
あ
り
、
署
名
な
ど
積
極
的

に
と
り
く
み
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
参
加
者
で
石
手

寺
内
を
散
策
し
、
へ
ん
ろ
装

束
や
そ
ろ
い
の
ビ
ブ
ス
を
着

て
、
署
名
活
動
を
開
始
。
青

年
か
ら
積
極
的
に
署
名
を
呼

び
か
け
る
も
の
の
、
こ
の
日

は
反
応
が
あ
ま
り
良
く
な
く
、

断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
続
き
心

が
折
れ
そ
う
に
な
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
青
年
か
ら

の
真
摯
な
声
か
け
に
、
１
時

間
弱
で

21筆
が
集
ま
り
ま
し

た
。
終
了
後
に
は
昼
食
交
流

会
を
実
施
し
、
親
睦
も
深
め

ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は
３
月

10日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し

11人

が
参
加
。
活
動
経
過
で
、
２

月
の
県
本
部
統
一
要
求
書
提

出
で
「
現
業
正
規
採
用
の
継

続
と
再
任
用
職
員
の
給
与
改

善
を
強
調
し
た
」
こ
と
を
報

告
。
ま
た
、
毎
月
の
県
本
部

拡
大
執
行
委
員
会
に
役
員
と

組
合
員
が
ペ
ア
で
交
代
参
加

し
、
組
合
会
議
を
体
感
し
て

い
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確

認
し
ま
し
た
。
協
議
事
項
で

は
、
①
現
業
職
場
の

36協
定

更
新
、
②
自
治
労
連
本
部

「
現
業
新
規
採
用
調
査
」
の

報
告
、
③
全
労
連
初
級
学
習

「
わ
く
わ
く
講
座
」
受
講
検

討
、
④
年
度
末
の
組
合
員
福

利
厚
生
事
業
の
実
施
な
ど
を

協
議
し
確
認
。
次
回
執
行
委

員
会
で
、
人
事
異
動
後
の
職

場
状
況
と
課
題
を
協
議
し
ま

す
。

３
月

11日
、
東
電
福
島
原

発
事
故
か
ら

14

年
の
日
、

「
福
島
を
く
り
返
さ
な
い

伊
方
原
発
は
い
ら
な
い
３
・

11集
会
＆
デ
モ
」
が
松
山
市

内
で
行
わ
れ
、
約
１
０
０
人

が
参
加
。
３
月

18日
松
山
地

裁
判
決
と
な
る
伊
方
原
発
訴

訟
に
つ
い
て
中
川
創
太
弁
護

団
事
務
局
長
が
経
過
を
報
告
。

集
会
宣
言
と
し
て
「
政
府
は

福
島
の
事
故
の
反
省
や
教
訓

を
忘
れ
、
原
発
回
帰
の
方
針

を
鮮
明
に
し
た
が
撤
回
す
べ

き
」
「
能
登
地
震
で
は
海
岸

線
の
隆
起
、
避
難
道
路
寸
断

な
ど
が
起
こ
り
、
同
じ
く
半

島
に
位
置
す
る
伊
方
原
発
で

も
同
様
の
災
害
に
み
ま
わ
れ

る
」
「
私
た
ち
は
微
力
で
す

が
無
力
で
は
な
い
。
大
切
な

『
い
の
ち
』
を
未
来
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
声
を
上

げ
続
け
よ
う
」
な
ど
集
会
宣

言
を
採
択
。
集
会
最
後
に
パ

ネ
ル
ア
ピ
ー
ル
を
し
、
商
店

街
内
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

■
今
年
も
お
雛
様
を
出
し
ま

し
た
。
子
ど
も
が
小
さ
い
時

は
出
し
入
れ
に
バ
タ
バ
タ
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
時

間
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
お
雛
様
を
見
た

ら
昔
と
変
わ
ら
な
い
で
家
族

を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
、
ま
す
ま
す

愛
お
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
長
男
が
こ
の
春
中
学
校
に

入
学
し
ま
す
。
と
っ
く
に
身

長
も
追
い
抜
か
れ
、
重
い
荷

物
も
ひ
ょ
い
と
持
っ
て
手
伝
っ

て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
成

長
が
う
れ
し
い
毎
日
で
す
。

（
新
居
浜
・
永
易
）

■
長
く
寒
い
冬
が
や
っ
と
通

り
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す

桜
の
つ
ぼ
み
が
ふ
く
ら
ん
で

く
る
の
が
楽
し
み
。
春
の
お

花
見
待
ち
遠
し
い
私
で
す
。

（
西
予
・
宇
都
宮
）

■
年
度
末
の
雰
囲
気
に
呑
ま

れ
な
い
よ
う
に
、
と
思
い
つ

つ
も
何
だ
か
ん
だ
で
呑
ま
れ

て
し
ま
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
新
居
浜
・
藤
井
）

■
自
宅
の
近
く
に
、
山
羊
を

飼
っ
て
い
る
お
宅
が
あ
り
ま

す
。
子
山
羊
の
頃
は
、
山
羊

小
屋
の
屋
根
に
登
っ
て
い
て
、

と
て
も
愛
ら
し
か
っ
た
で
す
。

今
で
は
、
髭
が
生
え
て
て
立

派
な
大
人
に
見
え
ま
す
。

（
今
治
・
村
上
）

■
他
市
の
活
動
報
告
を
見
て

み
ん
な
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
が

う
ら
や
ま
し
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
友
達
と
や
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
小
野
）

■
パ
ズ
ル
３
連
続
挑
戦
（
笑
）

で
す
。
４
回
目
も
あ
る
の
か

な
（
笑
）
正
解
率
１
０
０
％
。

（
西
予
・
芝
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５７８号

２０２５年 ３月２５日

■
５
７
６
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ニ
ホ
ン
ヒ
ダ
ン
キ
ョ

ウ
」
（
日
本
被
団
協
）
で
し

た
。
正
解
は
６
通
で
し
た
。

正
解
者
の
な
か
か
ら
５
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い

た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

永
易
優
子
（
新
居
浜
）

小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

西
原
紀
子
（
新
居
浜
）

久
保
田
敬
子
（
新
居
浜
社
協
）

藤
井
隆
嗣
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
４
月

27日
【
発

表
】
５
８
０
号
（
５
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①地獄で紺青の色をしているといわれる鬼

④これを使った電池がスマホなどにも

⑦料理や弁当を調理し配達する店

⑧（二語重ねて）もっと、さらに。

○○○○足りない

⑨足の指の先

【タテのカギ】

①福島県内で最多の人口を有する市。

答えの人の出身

②鳥。十姉妹の読み方は

③栗のいが状のとげに覆われている。

寿司などにも

⑤撃っても命中しなかった弾丸

⑥いかに短時間で問題を解くか○○○○勝負

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で

俳
優
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


